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1４:００～ 開講挨拶 （ 接続の開始は1３時４５分頃からを予定しています。 ）

本セミナーは、 「 Zoom 」 および 「 YouTube 」 による Live 配信となります。

定員２００名
（先着順）

Carbon neutral

テキストの事前配布は行いません。ご希望の方は、セミナー終了後各講演企業にご連絡ください。
申し込みフォームがご利用いただけない場合は上記アドレスに メールにてお申込みください。

申し込み
しめきり日

5/17

省エネルギーセンター 人材育成推進部 ◆メール seminarjyukousya@eccj.or.jp

※本セミナーに関する電話でのお問い合わせについてはご対応しておりません。

お申込み確認・確定後、「Live配信用」の招待メールを送信いたします。

※本セミナーはWEB会議システムを使用して配信いたします。ご視聴環境については予めご自身でご確認ください。

参加お申し込みはこちらの「WEB」フォームをご利用ください。

お問い合わせ

要事前申込

省エネ法改正で求められる企業のＣＮ対応（要点整理）講演 １
（講師：一般財団法人 省エネルギーセンター）

脱炭素社会の実現に向け省エネルギーを取り巻く施策や法令が次々に改訂されてきています。業務部門における「ZEBの果たす

役割とは何なのか」。施策に見るその「有効性」と「これから」について、「要点」に沿って確認していきます。

カーボンニュートラルへの挑戦講演 ２
（講師：脱炭素メディアGXチャンネル発行人(元外務省気候変動担当) 前田雄大 氏）

カーボンニュートラルへの挑戦は、気候変動対策への対応のみならず、ビジネスモデルの転換や新たなイノベーション創出を含む

今後の経営戦略に必須な論点です。脱炭素の本質、世界の潮流などを含め、わかりやすく説明します。

ＺＥＢによる課題解決講演 ３
（講師：大和ハウス工業株式会社）

温暖化による未曾有の災害、新型コロナウイルス感染症、働き方改革、SDGsなど、企業が直面する数多くの課題に対し、

省エネ建築がどう貢献できるのか? ZEBの設計・施工のトップランナーとして、実施事例の紹介と共に解説いたします。

再エネ普及の鍵となる蓄電システムについて講演 ４
（講師：エリーパワー株式会社）

資源枯渇の心配が無く、CO2削減に有効な再生可能エネルギーですが、自然現象に左右されるため安定供給が困難です。

この課題解決のために「調整力」として活用できる蓄電システムについてご説明します。

昨年４月には建築物省エネ法が改正され「省エネ基準」への適合範囲が拡大されるなど、

業務部門において様々な形で脱炭素化が求められています。今後ますます加速するカーボン

ニュートラルへの動きの中で、「ＺＥＢ」化に取り組むことは必要条件となりつつあります。

本セミナーでは、「これから」のＺＥＢの「考え方」や「その技術」、また、再エネ導入のポイントである

蓄電システムについて「事例」を交えてご説明いたします。

。

15分

４５分

２０分

２０分

● セミナー講演終了後、16 : ００ごろからＱ＆Ａの実施を予定しております。
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